
 

タブレットの持ち帰りについて 

家庭でもご協力をお願いします 

校長 新保 英博 

 

１０月１日（金）に、タブレットの持ち帰り（家に）を実施しました。主に接続テストを行うこ

とが目的でしたが、生徒には授業で活用している「ロイロノート」というアプリケーションから

「接続完了」などの言葉を入力し送信するという作業を求めました。全員が一度で成功とはなり

ませんでしたが、回数を重ねるにつれ、送信できるようになってきました。これからの授業や経

験を通し接続できるものと考えています。これぞ「文明の利器」といったものだと思いますが、

反面、人を傷つける道具になっていることも事実です。実際、タブレットが悪用され、「命にかか

わる事態」が発生したというニュースは記憶に新しいことです。 

学校ではタブレット配付に伴い、全校生徒が集まる機会を活用し生徒指導担当から「タブレッ

トの使い方」について話をしました。また、学校にスマートフォン等の通信機器を持ってきてい

たことが分かり、注意を促したこともありました。 

「全校生徒一人一人が気持ちよく学校生活を送るために、ルールを守って使いましょう」とい

う話を機会を捉え行ってき

ました。ご家庭でもご理解

いただき、ご協力をお願い

します。タブレット配付時

に、以下のことを生徒に話

しましたのでお知らせしま

す。もし、お子さんが使用し

ていく中で心配なことがあ

りましたらすぐに学校まで

ご連絡ください。 

 

  

教育目標「進んではげむ、心ゆたかな生徒」 

令和３年 10月 25日 
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○ いじめ見逃しゼロ全校集会を行いました

生徒会担当 

 10月は、いじめ防止月間として新潟県全体で、いじめ見逃しゼロ運動に取り組んでいます。

東中でも 22日（金）に、生徒会を中心に、いじめ見逃しゼロ全校集会を開きました。今年度の

テーマは「ＳＮＳいじめをゼロに ～いじめをしない、見逃さない、許さないために自分ができ

ることは何か」でした。全校生徒がタブレットを活用し、意見交換を行いました。 

「自分が発信している言葉の責任は自分自身にあります。一人ひとりが誰かを傷つけないように

意識してＳＮＳを利用すれば傷つく人は減ると私たちは考えます。」生徒自身の言葉で表現し、

全校生徒で考え、東中ルールを作っていきました。

「LINEは、東日本大震災発生時に大切な人と連絡がとりづらかった経験から、「こういう時にこそ

大切な人と連絡を取ることができるサービスが必要だ」という想いの元、スマートフォンで大切

な人とつながるコミュニケーションアプリとして 2011年 6月に誕生しました。そして、誕生して

から今でも変わらず、“家族や親友、恋人や仲間など、身近にいる大切な人とコミュニケーション

をするためのサービス”であり続けています。」（LINEホームページより） 

ＳＮＳは簡単に使え、とても便利で、役に立つツールです。メッセージを受け取る相手のこと

を想い、誰もが気持ちよく使えるよう、家庭でも指導していただきますよう、お願いします。 

○ 下越地区中学校駅伝競争大会の結果をお知らせします

１０月６日（水）に行われた、下越地区中学校駅伝競争大会について結果をお知らせします。 

男子チームは見事入賞し、１１月５日（金）に、小千谷市で行われる，県大会に出場します。 

女子 １３．１km ５区間 ５９分５秒 ２０位 

 

男子 １７．５ｋｍ ６区間 １時間１分１３秒 ８位 県大会出場 

 



○ 学校評議員会をおこないました

学校評議員会は学校関係者５名（後援会長、同窓会長、駐在所長、主任児童委員、ＰＴＡ代表）

で構成されており、年２回、学校関係者による評価を行っています。

この度、前期学校評価をもとに、学校評議員会で学校関係者評価をいただきましたのでご報告

します。

＜質問等＞ 

・荒川方面スクールバスの停留所が変更になったことについて

→ 新停留所について、業者と教育委員会、保護者で現在調整中である。これまでの停留所が、

道路交通法に違反していたので、これまでどおりの場所には停車できない。教育委員会に生

徒の安全を第一に調整してもらっている。 

・エアコンの使用状況について

→ 設定温度にとらわれず、生徒の体調を第一に温度を設定している。同時に生徒に気候にあ

った服装を指導している。自分で判断して衣服の調整ができるよう指導している。数年前か

ら比べれば、夏の快適さは言うまでもない。 

・天の原地内のサイクリングロードと農道の交差点が見通しが悪く心配

→ 現在、事故の報告はない。生徒が注意して、気をつけて自転車に乗っているということ。

来年度、新しくバイパスが開通するので、車はそちらに移動する。危険箇所について、改め

て、注意が必要となる。

＜ご意見＞ 

・アンケートをとり、丁寧に対応している。どんなにやっても１００％の肯定はおそらくはない

だろう。個別対応もよく行っている。ここまでやっていると教員も大変だろうというのもよく

分かった。

・教員の大変さはよく分かる。生徒アンケートで、９割の生徒が肯定しても、1割の生徒を取り残

さないようにしてほしい。コロナ禍の中、その 1 割の生徒が目標を失っていくことを心配して

いる。いじめ等に向かうことがないようにしてほしい。社会が元どおりになり、生徒が活発に

活動できるようになることを願っている。

・コロナ禍の中、生徒は一生懸命活動している。モチベーションについて心配している。目標を

もたせるために、学校も大変だろう。陸上、水泳、柔道、卓球等、よい成績が出てよかった。励

みになった生徒もいるだろう。これからも学校とよいコミュケーションを取っていきたい。

・コロナ禍の中、工夫して行事を行っていただいて感謝している。３年生も修学旅行の代わりの

思い出が作れてよかった。

・タブレットについて、他県ではいじめによる自殺が発生してニュースになっている。持ち帰り

の指導をしっかりお願いしたい。

○ 交通安全に注意！

帰り道が暗くなり、歩いている生徒が車から見えづらくなっています。新発田市全体で交通事

故が増えており、東中でもヒヤリとする事例が発生しています。特に歩道のない道や、暗い道を

歩く際には、これまで以上に気をつけ、道路の端を 1 列で歩くよう、家庭での指導をよろしくお

願いします。 



○ 11 月の主な予定

詳細な予定については、学年だよりや配信メール等でご確認ください。


